職務経歴書（サンプル）
●年●月●日現在
        				           氏名：○○　○○
                                                     
■要約
	項目
	内容

	経歴
	○○○○を中心にアプリケーションソフト開発の経験を○年間、積んできました。
１０名程度のプロジェクトリーダーを経験しています。

	開発環境
	Windows XP、リアルタイムOSなどに精通しています。

	技術知識
	C言語、C++、java、VC++、マイコンなどに精通しています。



■職務経歴；　株式会社 ●×システム

	期間
	業務内容
	環境／言語／DB
	役割/メンバー

	２００５年５月
～現在
	△△所属

●クラウドファンディングプラットフォーム開発

●担当業務
・お客様との打ち合わせによる要件定義の決定
・設計、製造、単体、結合テスト等の一連の開発
・SNS連携機能の開発
・決済システムの開発
・結合テスト書の作成と実施。＊ポイント１

【担当フェーズ】＊ポイント2
　要件定義、外部設計、内部設計、コーディング、テスト、デバッグ

	【言語】
C言語、アセンブラ

【環境】
リアルタイムOS、Linux
CentOS6.0

【DB】
MySQL5.5

＊ポイント３
	●メンバー数
・全体人数：20名
・ﾁｰﾑ人数：5名
・役割：PM
＊ポイント4

	２００３年１月
～２００５年４月
	△△システム部所属

●ポイント決済型WEBサイト開発/運用

●担当業務
・お客様との要件定義
  仕様策定、システム設計、開発スケジュールと見積作成
・外注管理、Webディレクション、システム管理
・SQL・PHPロジックの・システムチューニング設計・構築

【担当フェーズ】
　要件定義、詳細設計、コーディング、単体テスト、デバッグ

	【言語】
PHP5.31
JavaScript
CakePHP 2.1.1 
JQuery1.4
Ajax3.5

【環境】
Linux
WindowsVista,7

【DB】
MySQL5.1.41
	●メンバー数
・全体：20名（外注含む）
・ﾁｰﾑ：6名
・役割：プロジェクトリーダー

	２０００年４月
～２００２年１２月
	△△部所属

銀行業務ナビゲーションシステム開発
≪担当業務≫
　･要件定義書作成、基本設計書、詳細設計書、
   テスト仕様書などのドキュメント作成
　･コーディング、各種テストおよびプログラム修正
　･新規参画者へのコーディング指導
≪習得スキル≫
　・設計関連ドキュメントおよびUML知識
　・レビュー方法のノウハウ
　・コーディング技術、フレームワーク理解
≪取り組みと工夫・実績・評価など≫
　・メンバーとのコミュニケーションを積極的にとり、
　　常に報告・連絡・相談を意識して業務に取り組みました。
【担当フェーズ】
　要件定義、詳細設計、コーディング、単体テスト、デバッグ

	【言語】
Java
JavaScript
ActionScript
MXML
SQL

【環境】
WindowsXP
Linux(RedHat)

【DB】
Oracle
	●メンバー数
・全体：10名（外注含む）
・ﾁｰﾑ：3名
・役割：メンバー




■スキルレベル
	
	言語環境
	期間
	レベル

	言語
	PHP
	★4年
	メンバーに指導ができる

	
	
	自宅にて3年
	一人でアプリケーション開発ができる

	
	Java
	★2年
	業務で即戦力になれる

	
	Javascript
	★1年
	業務で即戦力になれる

	
	C
	学生時代に3年
	簡単なプログラミングができる

	
	Objective-C
	自宅にて2年
	一人でアプリケーション開発ができる

	DB
	MySQL
	★4年
	構築からチューニングまで対応できる

	
	Oracle
	★2年
	SQLを使ったプログラミングができる

	
	PostgresSQL
	自宅にて1年
	知識がある

	OS
	Linux
	★4年
	インストールから簡単な設定ができる

	
	Unix
	★2年
	簡単なコマンドの入力ができる


※業務経験あり：★　


■習得技術、受講研修など
	期間
	項目
	内容

	２００３年３月
	マイコン制御基礎
	基本的な情報の表し方、論理回路から、Z80をベースとしたマイコンの内部構成、命令、アドレッシング、割り込み、I/O制御などの概要を理解する。




■資格・表彰など
　 １９９８年６月　　第一種普通自動車運転免許　取得
   １９９９年５月　　Sun認定Java資格(Sjc-p)
２００４年１０月　OracleMaster（シルバー）
　 ２０１０年１２月　TOEIC 600 取得

■大学・大学院時代の研究


■自己ＰＲ
○○○○の開発において、要件定義から詳細設計、コーディング、テスト、デバッグまでの一連の開発の経験とプロジェクトリーダーの経験があります。今後もこの○○○○の経験を活かして、更なるスキルアップをして行きたいです。

以上

＊ポイント＊
[bookmark: _GoBack]職務経歴の詳細の欄では、これまで携わったプロジェクト毎に下記項目について漏れなく記載・アピール下さい。
１．担当した業界/システム/製品/モジュール/機能、技術領域の明確化
　　例）担当した業界/システム/製品/モジュール/機能；　航空予約システム、旅行系販売システムなど
　　　　　技術領域；　演算部・メモリー・インターフェイス・デバイスドライバ・通信・画像処理・GUIなど
２．担当業務フェーズの明確化
　　　例）仕様検討、要件定義、基本設計、詳細設計、プログラミング（製造）、実装、テスト、デバッグなど

３．使用言語、開発環境・OS、マイコン種類、ツールの明確化
　　例）言語；C、C++、VC++、C#、Visual Basic6.0、Visual Basic.NET、java、perl、アセンブラなど
　　　　開発環境・OS; Windows、Linux、UNIX、RTOS（VxWorks, μITRON、他)、独自OS、BREW、Androidなど
　　　　ツール；ICE、オシロスコープなど　　　CPU；SH-4、x86など

４．リーダー、プロジェクトマネージメントのご経験がある場合は、規模（メンバー数）と合わせて記載下さい。
　　　また、顧客との仕様調整や外注管理等の対外折衝のご経験がある場合は、アピールポイントとなるので記載下さい。



